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モリエールのコメディー・バレーは，彼の作品全体中に占める重要さにもかかわらず，（33の全

作品のうち13がコメディー・バレーであること，そしてそのほとんどがモリエールの晩年，すな

わち円熟期の作品であることを考えれば，このジャンルの持つ重要性は明らかであろう）他の通

常の喜劇一一特に『タルチュフ』『ドン・ジュアン』「人間嫌い」に代表される一に比べて軽視

される傾向があったように思われる。従来の研究対象も，こうした《偉大な喜劇》に集中しがちで

あった。ところで，こうした趨勢に対して，モリエールのコメディー・バレーの持つ独自の価値

を積極的に評価しようとしたのがP．ベニシューである。彼に依れば，

モリエールの作品においては，宮廷の宴の豪奢を感七させるものはすべて疎かにすることが

できない。というのも，彼の作品の内かなりのものが，こうした宴のために書かれ，そうし

た宴特有の精神に沿って構想されているからだ。モリエールは自分に与えられた仕事のこの

部分を軽んじていなかったので，この分野に対処すべく，コメディー・バレーという新しい

ジャンルを造り出したのであるb。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魅

実際に，モリエールは，コメディー・バレーを，自分が生み出した，全く新しい，独創的なジ

ヤンルであると自負していた。彼の最初のコメディー・バレーである『うるさがた』の序文では，

「我々の演劇にとって新しい混合」（《un　m61ange　qui　est　nouveau　pour　nos　th6atres》）2）である

として；このジャンルの新しさを強調し，『恋の医者』め序幕においては，「喜劇」「音楽」「バレ

一」という三人の人物を登場させ，彼らに《Unissons・nous　tous　trois》3）と語らせている。また，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒

モリエールの同時代人であるDonneau　de　Vis6も，モリエールのコメディー・バレーの独創性を

高く評価していた。「彼（モリエール）は，喜劇の中に，音楽の場面やバレーを混ぜ合わせるやり

方を最初に考案した劇作家であり，そこに観客を楽しませる新しい秘訣を見い出したのである4）」

と。
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このように，モリエール独自のジャンルであるコメディー・バレーについて，「遊び」の要素に

注目しながら，考えてみようというのが本稿の目的である。

一　言葉遊び

モリエールのコメディー・バレーにおいては，意味（signi丘6）を剥ぎ取られ，音（sonorit6）と

しての機能が最優先されているような言葉が多く使われている。言葉は音としての自律性を高め，

こうして，遊びの道具となる。ジュルダン氏が，哲学の先生にアルファベットの発音を教わって，

実際に音を発する時に感じる強い喜び

M．Jourdain：A，　E，　A，　E．　Ma　foi！oui．　Ah！que　cela　est　beau！

M．Jourdain：A，　E，1，0，1，0．　Cela　est　admirable！

M．Jourdain：DA，　DA．　Oui．　Ah1　les　belles　choses！1es　belles　choses！5）

は，「遊具」としての言葉の取り扱われ方を如実に示すものである。J．ディクソンの主張するよ

うに，「この遊戯的言語においては，意味しようという欲求よりも，音節と戯れる喜びの方がより

強力なのである6）。」しかも，A．シモンが指摘しているように，この傾向は，『人間嫌い』以降一

一モリエールがコメディー・バレーの製作に積極的に取り組んでいた時期一一に強まっているよ

うに思われる。A．シモンの言葉を借りれば，「タルチュフ，ドン・ジュアン，アルセストの，・余

りに重く，余りに濃厚な言葉の後で，モリエールは言語から，意味するという気遣いを取り去っ

た。7）」そしてその後には「脈絡のない言葉，気違いじみた音7）」が残ったのである。

コメディー・バレーにおいては，言葉は，純粋に音として知覚され，味わわれる。モロンがこ

だまに魅せられるのもその一例である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
loron：　Ah！Philis1　Philis！Philis！

Ah，　hem，　ah，　ah，　ah，　hi，　hi，　hi，　oh，　oh，　oh，　oh．

Voila　un　6cho　qui　est　bouffon！hom，　hom，　hom，　ha，　ha，　ha，　ha，　ha．

Uh，　uh，　uh．　Voila　un　6cho　qui　est　bouffon！8）

また，コメディー・バレーにおいて，言葉のsonorit6は，その自律性を高める余りに，丁歌」と

同等の地位を手に入れる。『プルソーニャック氏』の中で，第一の医者が，「病人を気持ちのよい　一

会話や歌や楽器で楽しませることが良いと思います9）」と言う時，言葉は音楽と等価のものとして
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捉えられているのである。こうした意味で，幕間劇に見られるような，スペイン語，イタリア語，

ラテン語の使用は，音楽としての言葉と考えることができるのではないだろうか。

ところで，言葉がその音によって捉えられる，そうした「遊び」的用法がモリエールの喜劇に

独特の調子を与えるのは，言葉がそのsigni艶から完全に切り離された状態よりもむしろ，signi驚

とsigni負antとの両方が互いを補強し合って，相乗効果を生んでいるような状態においてではな

いだろうか。例えば，オルゴンが《Et　TartuffeP》と《Le　pauvre　homme！》とを繰り返すことは，こ

れらの言葉の自律性を強めると同時に，オルゴンのタルチュフに対する押し止めようのない程強

い愛情を表しているのである。また，『女房学校批判』において侯爵がtarte　a　la　cr6meと繰り

返して言うことによって，このtarte　a　la　cr6meという語句は「遊び」の要素をこの侯爵の台詞

に持ち込むと同時に，tarte　a　la　cr6meが本来持っている意味（「クリーム・タルト」）が，「ノル

マンディーには，クリーム・タルトを作るのに十分なだけのリンゴがあるのだろうか1°）」という的

外れな台詞を侯爵に言わせて，この侯爵の滑稽さを増すという機能も果たしている。何よりもま

ず，このtarte　a　la　cr6meという語句は，『女房学校』中のアルノルフの台詞に対するr6f6rence

を表しているという点で，そのsigni艶と切り離して考えることは不可能である。ここにおいても

また，signi驚とsigni飴ntが相互に作用して，『女房学校』批判者である侯爵を戯画化するのに役

立っているのである。

以上，signi飴ntとsigni艶とが密接に関連し合う例を二つ挙げるに止めたが，音の自律性と，

その言葉の持つ文脈的，言及的意味との連動によって，モリエール独特の文体が生み出されてい

る点についての詳しい分析は別の機会に譲るとしたい。但し，以下のことについて確認しておこ

う。モリエールの通常の喜劇に対して，コメディー・バレーを特徴づける点として，signi飴ntと

signi驚の二つの要素のうち，前者だけが異常に発展した言葉遊びを挙げることができるであろう

ということである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　㌧心

�@遊びとしての劇中劇

モリエニルのコメディー・バレーの登場人物は本来の自分の役とは異った役を好んで演じる傾

向があるように思われる。我々がここで「劇中劇」と呼ぷのは，一つの劇の中に別の見せ物（あ

．るいは別の劇）を組み込む手法のことである。劇中劇が成立するためには，枠組みになる劇の登

場人物が，舞台上で，枠の中の劇中劇の観客又は役者になることが必要である。B．マニェが指

摘しているように，劇中劇は，モリエールの作品においてはfourberieと表裏一体の性質を持つも

のとして取り扱われている場合が多い。マニェによれば，「悪だくみは［……］好計であると同時

に，演劇活動の小宇宙である。11）」し，オクターヴがスカパンに「何かmachineを考え出して11）」
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くれるように頼んだ時，このmachineという語には二つ意味がある。つまり，《machination》と

いう意味と《appareil　de　th6atre》という意味とをこのmachineという語は持つのである。すなわ

ち，「この語の多義性は，策略によって実際の世の中を変えることと，幻想によって作り話を舞台

にかけることとを同時に意味しているのである。19」

こうした，策略，悪だくみとしての劇中劇の例をいくつふ挙げてみよう。『恋の医者」の中で

は，リゼットが，「リュサンドを（父親の）支配から自由にし，［クリタンドル］の手に委ねる12）」

ために「ある種のstratag◎meを考え出す12）」ことによって，この劇中劇の演出家となり，クリタ

ンドルは医者の役を，リュサンドは病人の役を演じ，スガナレルを欺くことに成功するのである。

また，『町人貴族』においては，コビエルが，「ジュルダン氏が娘をクレオントに嫁がせる気にな

るようにするための［……］stratageme13）」を企て，クレオントには，「トルコの王様の息子」を演

じさせ，自らは演出家兼トルコ語の通訳の役を演じてジュルダン氏を騙すのである。

ところで，モリエールのコメディー・バレーにおいては，こうした策略としての劇中劇の枠を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノﾍみ出し，別の役を演じるということ自体が目的となったような，つまり，衣装を変え，演じる

対象である人の言葉や身振りを真似ることが主目的となったような例を見つけることができる。

トルコ風の扮装をし，Mamamouchiという位を戴く儀式に参加して喜ぷジュルダン氏や，女装ゴ

し，「身分の高い婦人」のしぐさ，言葉遣いを真似ることに興じるプルソーニャックなどがその例

である。

Monsieur　de　Pourceaugnac：Hola1　ho！cocher，　petit　laquais！Ah！petit　fripon，　que　de　coups

de　fouet　je　vous　ferai　domer　tantδt！Petit　laquais，　petit　laquais！0血est・ce　d◎nc　qu’est

ce　petit　laquais2　Ce　petit　laquais　ne　se　trouvera・t・il　pointP　Ne　me　fera，t・on　point　venir

ce　petit　laquaisP　Est・ce　que　je　n’ai　point　un　petit　laquais　dans　le　mondeP14）

この場面においては，プルソーニャック氏は，「身分の高い婦人」の役を演じるごとに夢中になる

のと同時に，（ce）petit　laquaisの繰り返しが示すように，我々が一で見た言葉遊びも楽しんでい

るのである。

もう一つプルソーニャック氏の例を挙げれば，彼が複数の人物の役をスプリガニの前で嬉嬉と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧

して演じてみせている場面は正に，「演劇的役を演じる」楽しみを裏書きするものであると言える

だろう。

Monsieur　de　Pourceaugnac：Je　vous　laisse　entre　les　mains　de　Monsieur．　Des　m6decins

habi116s　de　noir　Dans　une　chaise．　Tater　le　pouls．　Comme　ainsi　soit．11　est　fou．　Deux

rgros　joufnus．　Grands　chapeaux．　Boη鷹δoπ4云Six　pantalons．　Ta，　ra，　ta，　ta；Ta，　ra，
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ta，　ta．∠4　Z¢9勉彿θ〃彪〃oπs％Po〃名6θα㎎％o助o飾加加．　Lavement．　Prenez，　Monsieur，

prenez，　prenez．11　est　b6nin，　b6nin，　b6nin．　C’est　pour　d6terger，　pour　d6terger，　d6terger．

P竃91観OS産S勧07〃0欝％画91勉・ZO，ρ乙91翅0，ρ高91毎ZO　S諺．15）

ここではプルソーニャック氏は一人五役（エラストの役，第一の医者，第二の医者の役，二人の

音楽家の役，薬剤士の役）を演じていて，スプリガニと別れた後，自分がどのように扱われたか

を，身ぷり手ぷりを交え，スプリガニという観客に向って演じてみせているのである。「あなたを

この人の手に委ねます」という最初の台詞はエラストがプルソーニャック氏に別れ際にかけた言

葉を再現したものであり，「黒い服を着た医者たち」の前でプルソーニャック氏は「椅子に」かけ　1

させられ，この医者たちに彼は「脈を診られ」たという状況説明がそれに続くのである。続く

《Comme　ainsi　soit．》とか《11　est　fou．》といった台詞は，プルソーニャック氏が耳にした，医者の

長広舌の一部である。医者の診断が終わると「頬のふくれた人が二人」（二人の音楽家を指す）が

やって来て《Bon　d1，　bon　di》と歌い，他にも六人の道化がやって来て，《Ta，　ra，　ta，　ta［＿］》と歌

い踊ったのである。音楽家の一人が《Alegramente，　Monsu　Pourceaugnac》と歌レ・終わると，「薬

剤士」が「洗腸」を手にして入って来て，《Prenez［＿］d6terger》と言うのに合わせて音楽家たち

が《Piglia・10　sO［＿］》と歌ったという一部始終を，プルソーニャック氏のこの台詞は再現している

のである。

また，『病は気から』において，トワネットは，自分が医者の役を演じるのは，「アルガンがピ

ルゴン氏に嫌気がさすように仕向けるため16）」と言ってはいるものの，そうした策略よりも，医者

の恰好をし，医者のように振る舞うことによってアルガンをからかう楽しみの方が優先している

ことは容易に見て取れる。このように，コメディー・バレーにおいては，劇中劇という枠を踏み

越えて，変装それ自体を，また，他人の身振り，台詞を真似ること自体を楽しむような人物が現

れることが特徴的である。

ところで，自分の演じているのとは別の役を演じるということに対して登場人物が関心を抱く

のは，実は，コメディー・バレーに限ったことではないのである。例えば，エルミールがタルチ

ユフの悪辣さをオルゴンに示して見せるために提案する企ては，演劇的な役を演ずることに対す

る登場人物の嗜好を表すものであると言えないだろうか。実際のところ，『タルチュフ』四幕四場

の興味は，エルミールが，テープルの下に隠れているオルゴンに「明瞭な形ですべてを見せ，す

べてを聞かせる三7）」という状況の面白さにあるのであり，この企ては「戯れで（par　plaisir）」行

われる性格のものなのである。このように，『ダルチュフ』においても，コメディー・バレーの場

合と同じように，役を演じる，といった遊びの要素が紛れ込んでいるのである。あるいは，こう

言い換えた方がより正確であるかもしれない。この「遊び」の要素が発展し，肥大していった結

果として，モリエールのコメディー・バレーを形成する重要な一部分となったのだと。
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また，「演劇的役を演じる」というこの遊びの要素を手掛りにして，『ドン・ジュアン』や『人

間嫌い』といった作品を読み解くことも可能ではないだろうか。五幕一場において，ドン・ジュ

アンが父親の前で，改心したような振る舞いをしてみせたのは，一種の「演技」，《grimace》

《masque》なのであり，ドン・ジュアンにしてみれば，「善行の人物は，今日演じることのできる

すべての人物のうちで最良のものなのだ18）」。だからこそ，ドン・ジュアンはこう言い切ることが

できるのだ。「私は少しも変わっていないし，私の気持ちは常に同じである。18》」また，『人間嫌い」

においてアルセストが周囲の人と対立し，遂には「地上のどこか離れた所を探しに行く19）」ことを

余儀なくされるのは，「演劇的役」を演じることを拒否したからであると解釈することはできない

だろうか。世間がある人物に対して，それを演じることを当然期待しているような《役》を演じな

いということは，その人物がそうした世の中で健全な社会生活を営めないということを意味して

いる。そういう意味で，《masque》《grimace》に対する激しい嫌悪を隠そうともしないアルセス

ト2°）が，彼を取り巻く世界から疎外されるのは無理のないことであると言えるだろう。このよう

に，コメディー・バレーに特徴的な要素である，「演劇的役を演じる」ことに対する登場人物の好

み，嫌悪等を手掛りにして，コメディー・バレー以外のモリエールの作品を新しく読み直すこと

もできるのではないだろうか。

三　パロディーとしてのモリエールのコメディー・バレー

モリエールのコメディー・バレーが「遊び」のジャンルとして定義できるであろうといデとと

は，そこに様々なジャンルの，そして17世紀演劇におけるクリーシェのパロディーが見られるこ

とからも明らかであるように思われる。例えば『強制結婚』は，作品それ自体がmariage　forc6の

パロディーとなっていると言えるのではないだろうか。mariage　forc6は本来「娘の父親が決めた

相手と無理やりに娘を結婚させること」を意味するのに対し，この『強制結婚』においては，「娘

の父親と兄が，結婚をためらう相手（スガナレル）に無理やり（力ずくで）娘（妹）と結婚する

ことを強要する」という具合に，mariage　forc6の持つ意味が変化しているのである。少なくと

も，『強制結婚』のスガナレルには，．アニエスと強制的に結婚しようとしたアルノルフの深刻さは

見られないし，結婚相手であるドリメーヌにおいては，むしろスガナレルと結婚することによっ

て父親の支配から自由になれることを喜んでさえいるのである。しかも，mariage　forc6の

《forc6》の部分を，通常のmariage　forc6においては「強制する」側の人間であるはずのスガナレ

ルに加えられる「暴力」《coups　de　baton》という形で視覚化することによって，モリエールは従

来のmariage　forc6のformuleを戯画化したと言えるのではないだろうか。また，悲劇のジャン

ルにおいて見られる神託のテーマもモリエールのコメディー・バレーにおいて「遊び」の道具立

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
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てとして用いられている。ラシーヌの『イフィジェニー』に見られるような，航海に必要な風を

起こすためにはイフィジェニーを犠牲として捧げよという神託がアガメムノン等の苦悩を引き起

こすのに対して，『豪奢な恋人たち』において，アリスティオーヌに対して下されるヴィーナスの

神託は実は占星術者アナクサルクによって仕組まれた人為的なものであり，しかも，イフィクラ

一トという「豪奢な恋人」を利するために企てられたこの神託が，その恋敵であるソストラート

（大将）の真の勇気をアリスティオーヌに見せる機会を提供し，エリフィル姫とソストラートと

の身分違いの愛を正当なものとするのに役立っているのである。このように，悲劇においては絶

対的な権威を持ち，登場人物の運命に深刻な影響を与える神託のテーマが，モリエールのコメデ

イー・バレーにおいては「遊び」の道具として使われているのである。このように，モリエール

のコメディー・バレーにはパロディー的要素があることは明らかであるが，本稿では，特に二つ

の代表的な例について検討を加えてみたい。

（1）嫉妬のテーマのパロディー

寝取られ亭主になるのではないかという恐怖に取りつかれている人物をモリエールは数多く描

いている。こうした人物に特徴的なのは，cocuageとhonneurという二つの要素が密接に関係し

合っているということである。彼らにとって，妻に不貞を働かれるということは，彼らの名誉を

傷つけることなのである。アルノルフにとって深刻な問題を引き起こすこの嫉妬のテーマは『町

人貴族』においては全く異った取り扱われ方をしている。ジュルダン氏にとっては，彼の名誉は

妻の貞淑にかかっているのではなく，高い身分を手に入れることにあるのである。ジュルダン氏

は言う「身分の高い女は私にとって得も言われぬ魅力がある。これこそ何を犠牲にしてでも手に

入れたい。21）」寝取られ亭主になりたくないという滑稽なまでに深刻なアルノルフ等の強迫観念

が，貴族への素朴で一途な憧れへとすり替わっている所に，嫉妬のテーマのパロディーを見るこ

とができるのではないだろうか。嫉妬のテーマは『町人貴族』においては，人物の，名誉と愛の

間の内面的葛藤を浮き上がらせるためのものではなく，遊戯的な扱いをされているということは

次の点においてより明白であるように思われる。モリエールの作品中で嫉妬心を抱く人物は通常

男性であるのに対して，『町人貴族』においては，嫉妬する役を受け持つのはジュルダン氏ではな

くジュルダン夫人である。このような役の交換が可能なのは，『町人貴族』において嫉妬のテーマ

が「遊び」の道具として取り扱われているからであると言えないだろうか。

更に，嫉妬のテーマの遊戯的取り扱いの例として，d6pit　amoureuxの場面を挙げることができ

る。『町人貴族』・においては三幕十場がd6pit　amoureuxの場面であるが，　J．シェレが指摘して

いるように，「これは踊りと台詞を同時に伴う正真正銘のバレーである。女性が男性を追い駆けた

後で，男性が女性を追い駆ける。この二つの対称的な動きの中に，その長さが大体同じである同
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限ちない。『タルチュフ』においても，この「遊び」の要素は入り込んでいる。『タルチュフ』に

おけるd6pit　amoureuxの場面（二幕四場）は二幕二場で高められた劇的緊張を緩和する効果が

ある。というのも，d6pit　amoureuxは，　J．ディクソンの言うように，「筋における真の障害で

あるというよりむしろ遊び23）」なのであり，この「遊び」は「親密さ一反目一仲直り23）」という形

を持つ。恋人たちは「仲直りするために／口論を［する］24）」のである。d6pit　amoureuxという遊

びを介入させることによって，モリエールは『タルチュフ』において真の障害（オルゴンが提案

するマリアンヌとタルチュフの強制結婚）を観客にしばし忘れさせ，こうして，緊張一緩和のリ

ズムを作り出しているのである。

②牧歌劇のパロディー

モリエールがコメディー・バレーにおいてパロディー化するジャンルとして最も頻繁に取り扱

うのは牧歌劇のジャンルである。例えば『エリスの姫」においては，パストラルが批判的に椰喩

されていることが以下のような点で明白である。モロンという道化が想いを寄せているフィリス

の気に入るためには，歌うという能力が必要である。「ティルシスはその声で私を楽しませてくれ

るけど，あんたときたら，おしゃべりで私をうんざりさせる。あんたが彼と同じくらい上手に歌

ったらあんたの言うことを聞いたげるわ25）」とフィリスが言うように，「歌う」ということは牧歌

劇の登場人物にとって必要不可欠の能力なのであるが，パストラルのこうした取り決めを，この

フィリスの台詞によってモリエールはパロディー化しているのである。また，第四の幕間劇第二

場においては，牧歌劇の登場人物として劇画化されているティルシスは

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一蟹）

@　Arbres　6pais，　et　vous，　pr6s　6mai116s，

La　beaut6　dont　l’hiver　vous　avait　d6pouill6s

Par　le　printemps　vous　est　rendue．

Vous　reprenez　tous　vos　apPas；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

Mais　mon　ame　ne　reprend　pas

La　joie，　h61as！que　j’ai　perdue！26》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奮、

ｱのように歌い，「自然は冬の間に失った美しさを春が来れば取り戻すけれども，自分の心は失っ

た喜びを取り戻すことはない」といった牧歌劇のクリーシェを駆使しているのだが，モロンがそ

の後に歌う詩はそれと対照的に卑俗で素朴なものである。

Ton　extreme　rigueur

S’achame　sur　mon　cceur．
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Ah！Philis，　je　tr6passe；

Daigne　me　secourir：

En　seras－tu　plus　grasse

De　m’avoir　fait　mourirP26》

このモロンの歌に対するフィリスの反応：「とても素敵ね。でも私は，恋人が私のために死んで

くれる光栄に浴したいものだわ2η」，この反応は，アストレに，二度とその前に姿を現すことを禁

じられたセラドンが川に身を投げて自殺を図るという過程を経ないではアストレの心を手に入れ

ることができないという牧歌劇の取り決めに捕われ，汚染されている反応であると言えるのでは

ないだろうか。「私を死に追いやったところで，それであんたに肉が付くという訳だろうか」とい

うモロンの歌，パストラルのクリーシェに縛られたフィリスの反応，モロンが剣を手にして死の

うとする場面（「この短剣を見て下さい。私が心臓を貫きますから，十分に注意して下さい。（テ

イルシスを嘲笑して）そんなことは御免だね28）」）によってモリエールは牧歌劇をパロディー化し

ているのである。

『病は気から」においても同様に，パストラルのパロディーを見ることができる。クレアント

は自分の置かれている立場を羊飼いティルシスと，アンジェリックを羊飼いの娘フィリスと置き

換えることによって，自分たちの演じる牧歌劇の観客としてのアルガンにとっては架空の物語を

創り上げ，アルガンにそれと知られることなく，自分の恋心をアンジェリックに伝え，アンジェ

リックもそれに対して返答するのである。ここにおいては，劇中劇という遊びが牧歌劇の枠の中

に収められていて，二つの遊び（劇中劇と，パストラルのパロディー）が融合しているのである。

実際のところ，牧歌劇はモリエールのコメディー・バレーにおいて，しばしば劇中劇という「遊

ぴ」の形を取っている。『豪奢な恋人たち』においては，アリスティオーヌとエリフィル姫のため

に饗されるdivertissementsの一環として「牧歌劇」が演じられるのである（第三間合劇）。この

時，舞台上の人物はすべてこの牧歌劇の観客となるので，この牧歌劇は「劇中劇」と呼べる。ま

た，『町人貴族』においても，ジュルダン氏の前で演じられる見せ物は牧歌的性格を持つものであ

る。このことは，「彼らが羊飼いの服装をしていると想像しなければなりません29）」とジュルダン

氏に説明する音楽の先生の台詞において明らかである。これに対するジュルダン氏の反応（「何故

いつでも羊飼いでなければならないのか。どこでも羊飼いしか見られないではないか。29）」）や，そ

れに対するダンスの先生の返答（「音楽において人物に喋らせる時には，本当らしくするために，

牧歌劇の形にしなければなりません。29）」）を通して我々はモリエールがここでも牧歌劇をパロデ

イー化していることを感じ取ることができる。

このように，「牧歌劇」はモ．リエールのコメディー・バレーにおいてはパロディーとして，ま

た，劇中劇として，「遊び」を提供する要素として取り扱われている点が特徴的である。
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結び

こうして見てきたように，モリエールのコメディー・バレーは「遊び」のジャンルと考えるこ

とができる。言葉遊び，演劇的役を演じることに対する登場人物の嗜好，いくつかのテーマ，ジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

с塔汲ﾌパロディーといった要素が言わば「肥大した」ジャンルと言えるのではないだろうか。

また，こうしたコメディー・バレーに特徴的な「遊び」の要素が，他のモリエールの喜劇におい

てどのように取り扱われているかを検討することによって，モリエールのコメディー・バレー以

外の喜劇に，従来の視点からのものとは異なる解釈を与えることも可能になるのではないだろう

かという仮説を呈示することによって本稿の結びとしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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